
　 　これから放送されるア～カの音楽を聴いて、次の（１）～（３）の問いに答えよ。

　（１）ア～エの楽曲名と作曲者名を記せ。

　（２）①　オの舞台芸術の総称を記せ。

　　　　②　オの声楽部分の名称を記せ。

　　　　③　オの曲名を記せ。

　（３ ）カの音楽に関連のある国または地域を下の語群から一つ選び、解答用紙に記号で記せ。また、

使用されている楽器名を記せ。

　　　

（語群）　　Ａ　ポリネシア　　　Ｂ　西アフリカ　　　　Ｃ　アンデス地方

　　　　　Ｄ　ロシア　　　　　Ｅ　朝鮮半島

　 　中学校学習指導要領（平成20年３月告示）音楽〔第２学年及び第３学年〕２内容「Ａ　表現（１）

イ　曲種に応じた発声や言葉の特性を理解して、それらを生かして歌うこと。ウ　声部の役割と全

体の響きとのかかわりを理解して、表現を工夫しながら合わせて歌うこと。」及び「Ａ　表現（３）

イ　表現したいイメージをもち、音素材の特徴を生かし、反復、変化、対照などの構成や全体のま

とまりを工夫しながら音楽をつくること。」の指導を行うにあたり、４ページ以降に示す２曲のうち、

いずれかを教材として使用し、解答用紙に示す「１．題材名」及び「２．題材の目標」に基づいて、

学習指導案を作成する。次の（１）、（２）の問いに答えよ。

　 　なお、指導にあたっては、〔共通事項〕（１）アに示されている音楽を形づくっている要素のうち、

リズム、テクスチュア、強弱、構成に焦点化すること。

１

２

平成28年度大阪府・大阪市・堺市・豊能地区公立学校教員採用選考テスト

中学校　音楽
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

平成28年度大阪市公立学校教員採用選考テスト

中学校　音楽
中学校　特別支援学級（音楽）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）
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　（１）次に示す「評価の観点の趣旨」を参考にして評価ごとに題材の評価規準を作成する。

　　　解答用紙の「３．題材の評価規準」に選んだ観点とその評価規準を記せ。

 

　

　（２ ）指導と評価の一体化を図ることに留意して、３時間設定のうち、２、３時間目の指導計画及

び評価計画を作成する。解答用紙に選択した教材を記入し「４．指導計画・評価計画」を完成

させよ。なお、指導においては、「言語活動の充実」に留意した工夫を図り、評価においては、

学びの深まりを評価するため、題材の最後に【音楽への関心・意欲・態度】の観点で評価する

ものとする。また、「言語活動の充実」に留意した工夫を図る一つの方法として、各時間ワー

クシートを用いることとし、解答用紙の１時間目に示すように、ワークシートの具体的な内容

についても記述すること。

　 　次の（１）、（２）の問いに答えよ。

　（１ ）以下に示すピアノの楽譜に基づいて、オーボエ、ヴィオラ、チェロの器楽合奏用のスコア譜

を作成する。解答用紙にヴィオラのパート譜を記せ。

　　

　（２ ）オーボエのパートをクラリネット（in Ａ）で演奏するためのパート譜に書き直す。解答用紙

の五線に調号を用いて記せ。

３
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　 　次の（１）～（５）の問いに答えよ。

　（１ ）次の楽曲を箏で演奏する。解答用紙の縦譜に弦名を記せ。なお、調弦については平調子とし、

第一弦を一点ニ音とする。

　　

　（２ ）箏を乃木調子及び楽調子で調弦する。それぞれの調子の第四弦、第六弦の音として正しいも

のを、下に示す（ア）～（カ）の中から、それぞれ選び、記号で記せ。なお、第一弦を一点ニ音

とする。

　　

　（３ ）解答用紙に示す五線譜の和音を、ギターで演奏するためのダイアグラムに書き換えよ。押さ

えるポジションには●、開放弦には◯、弾かない弦には×印を記入すること。また、それぞれ

の和音のコードネームを〔　　〕内に記せ。なお、ギターは標準的な調弦とする。また、五線

譜の和音は実音で示している。

　（４ ）曲の形式について生徒に説明する。下に示す語句をすべて用い、図を用いるなどしてわかり

やすく工夫した板書の例を記せ。

　　　 一部形式　　二部形式　　三部形式　　続く感じ　　終わる感じ　　反復　　変化　　対照

　（５）次の楽曲の曲名、作詞者名、作曲者名、および空欄にあてはまる１番の歌詞を解答用紙に記せ。

　　

４
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著作権保護の観点により、本楽譜を掲載いたしません。

出典：『おうまがとおる！』　小林一茶の俳句より／滝口亮介　作曲
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著作権保護の観点により、本楽譜を掲載いたしません。
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出典：『くいしんぼうのラップ』　和
わ だ

田　崇
たかし

　作・構成


